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■ 

チ
ャ
ー
ル
ズ
国
王
の
ロ
ン
ド
ン
の
公
邸

お
よ
び
執
務
の
場
で
あ
る
、
バ
ッ
キ
ン
ガ

ム
宮
殿
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
が
即
位
し

て
以
来
、
英
国
君
主
が
暮
ら
す
宮
殿
と
し

て
代
々
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
今
回
は
、

世
界
中
で
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
こ
の
王
宮

を
征
く
。

　

１
８
３
７
年
６
月
20
日
、
時
の
英
国
王

ウ
ィ
リ
ア
ム
４
世
が
、
ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
で

静
か
に
息
を
引
き
取
っ
た
。
嫡
子
の
娘
2

人
は
生
後
ま
も
な
く
に
亡
く
な
っ
て
い
た

た
め
、
姪
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
が
18
歳
で
王

位
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
女
王
は
即
位
す
る
と
、
生
ま
れ
育
っ
た

ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
宮
殿
を
後
に
し
、
ま
ず
セ

ン
ト
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
宮
殿
に
居
を
移
す
。

そ
し
て
３
週
間
あ
ま
り
が
過
ぎ
た
７
月
13

日
、
新
し
い
元
首
を
迎
え
入
れ
る
準
備
が

整
っ
た
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
に
、
女
王
と

し
て
初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
た
。
以
後

１
８
５
年
の
間
、
代
々
の
英
国
君
主
た
ち

が
、
そ
の
治
世
を
こ
の
宮
殿
で
過
ご
し
て

い
る
。

　
「
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
」
と
い
う
宮
殿
名
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
東
部
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム

シ
ャ
ー
に
あ
る
最
古
の
町
の
名
前
に
由
来

す
る
。
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
の
族
長
、

ブ
ッ
カ
の
家
（Buckingham

：ham

は

住
居
や
村
を
意
味
す
る
古
英
語
）
が
あ
っ

た
こ
と
が
町
名
の
起
源
で
、
の
ち
に
創
設

さ
れ
た
の
が
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
公
爵
位
だ
。

　

１
７
０
５
年
に
同
公
爵
は
国
王
ジ
ェ
ー

ム
ズ
２
世
の
娘
を
妻
に
迎
え
る
こ
と
に
な

り
、
王
都
に
新
た
な
屋
敷
を
建
て
よ
う
と

土
地
を
購
入
。
３
年
の
月
日
を
か
け
て
完

成
し
た
新
居
が
現
在
の
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮

殿
の
前
身
で
、
当
時
は
「
バ
ッ
キ
ン
ガ

ム
・
ハ
ウ
ス
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
し

て
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
公
爵
家
の
跡
取
り
が
い

な
く
な
っ
た
こ
と
を
機
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
3

世
が
買
い
取
っ
て
以
降
、
同
宮
殿
は
王
室

所
有
と
な
っ
て
い
る
。

　

バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
・
ハ
ウ
ス
が
購
入
さ
れ

た
当
時
の
王
宮
は
セ
ン
ト
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ

宮
殿
だ
っ
た
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
3
世
が
死
去

し
、
派
手
好
き
な
摂
政
皇
太
子
が
ジ
ョ
ー

ジ
4
世
と
し
て
王
位
に
就
く
と
、
煌
び
や

か
な
新
王
宮
を
建
設
し
よ
う
と
バ
ッ
キ
ン

ガ
ム
・
ハ
ウ
ス
を
大
増
改
築
。
だ
が
、
存

命
中
に
完
成
す
る
こ
と
は
な
く
、
君
主
と

し
て
初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
た
の
は
２
代

も
後
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
と
な
っ
た
の

だ
っ
た
。

　

バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
の
公
式
諸
間

（The State Room
s

）
が
一
般
公
開
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
１
９
９
２
年
、

ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
が
大
火
災
に
見
舞
わ
れ
て

か
ら
で
あ
る
。
重
度
の
被
害
を
負
っ
た
城

の
修
復
費
用
を
補
う
た
め
に
、
翌
年
か
ら

夏
季
の
約
２
ヵ
月
間
、
有
料
で
公
開
す
る

こ
と
を
故
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
が
決
断
し

た
。
こ
の
火
災
は
不
運
な
事
故
で
あ
っ
た

が
、
こ
う
し
た
悲
劇
が
起
き
な
け
れ
ば
、

い
ま
だ
に
我
々
が
宮
殿
内
を
見
学
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ふ

り
か
か
っ
た
突
然
の
惨
事
が
、
奇
し
く

も
、
国
民
に
支
持
さ
れ
る
た
め
に
王
室
が

目
指
す
「
開
か
れ
た
存
在
」
に
大
き
く
近

づ
け
た
と
言
え
る
。

　

公
開
さ
れ
て
い
る
の
は
、
玉
座
の
間

（The Throne Room

）、
公
式
正
賓
の

間
（The State D

ining Room

）、
舞
踏

室
（The Ballroom

）
な
ど
、
バ
ッ
キ
ン

ガ
ム
宮
殿
の
中
心
を
成
す
公
式
諸
間
の
19

室
。
公
式
行
事
で
王
室
メ
ン
バ
ー
が
姿
を

現
す
バ
ル
コ
ニ
ー
の
あ
る
東
正
面
棟
（
写

真
上
）
か
ら
み
る
と
、
中
庭
を
挟
ん
だ
奥

の
建
物
に
あ
た
り
、
こ
れ
は
旧
バ
ッ
キ
ン

ガ
ム
・
ハ
ウ
ス
の
部
分
で
あ
る
。
ま
た
、

各
部
屋
を
ル
ー
ト
に
沿
っ
て
進
ん
で
い
け

ば
、
最
後
は
園
遊
会
が
開
か
れ
る
庭
園
へ

と
出
る
。
普
段
は
目
に
す
る
こ
と
の
な
い

旧
館
だ
け
で
な
く
、
庭
園
の
眺
め
を
楽
し

み
な
が
ら
散
策
す
る
こ
と
も
で
き
る
の

で
、
見
学
に
は
２
時
間
程
度
は
見
積
も
っ

て
お
き
た
い
。

　

バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
が
一
般
公
開
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
30

年
目
。
１
０
０
０
年
近
く
に
及
ぶ
英
王
室

の
歴
史
に
対
し
、
王
宮
と
し
て
の
バ
ッ
キ

ン
ガ
ム
宮
殿
の
歴
史
は
２
０
０
年
に
も
満

た
な
い
が
、
再
び
王
宮
が
別
の
場
所
に
移

る
こ
と
は
お
そ
ら
く
な
い
だ
ろ
う
。

　

ロ
ン
ド
ン
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、「
顔
」

で
も
あ
る
同
宮
殿
に
、
こ
の
夏
、
あ
ら
た

め
て
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う

か
。
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一般公開30周年を迎えた

バッキンガム宮殿を征く
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豪奢なシャンデリアが特徴的な、謁見や小規模なパーティーなどで使用される部屋。君主は鏡が
はめ込まれたキャビネットに模した隠し扉（写真左端）から先に入室し、ゲストを出迎える。王
室の家族写真の撮影場所としてもよく使われる。

深紅の絨毯と壁紙が威厳と気品を醸し出す、さまざまな分野で成功を収めた人々を祝うための叙勲
式などが開かれる場所。２脚の椅子には、それぞれチャールズ国王（左）とカミラ妃（右）の紋章
が刺繍されている。

玉座の間を出た後、舞踏室へと向かう途中の絵画ギャラリー。左右の壁には、ホルバイン、レン
ブラント、ルーベンス、ヴァン・ダイク、カナレットなどの名画がずらりと飾られ、ロイヤル・
コレクションの中でもとくに有名な作品を見ることができる。

建築家ジョン・ナッシュが、ジョージ４世のために設計した列柱を配した部屋。接待用の応接室と
してデザインされたもので、現在でもチャールズ国王はこの部屋をレセプション・パーティーなど
で使用している。

※2023年７月 24日現在
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Buckingham Palace
バッキンガム宮殿
London SW1A 1AA
www.rct.uk/visit/buckingham-palace

公開日：９月 24 日（日）まで　※火・水曜休み
オープン時間：８月／９：30 ～ 19：30
　　　　　　　９月／９：30 ～ 18：30
入場料：￡30（要事前購入）※当日料金は￡33
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　今年５月６日に
ウ ェ ス ト ミ ン ス
ター寺院で行われ
た、70 年 ぶ り と
なったチャールズ
３世とカミラ王妃
の戴冠式。両陛下

が式典で身にまとった衣装や宝飾品が、一般公開にあわせてバッキン
ガム宮殿で初公開されている。展示されているのは舞踏室（ボール・
ルーム）で、同所は戴冠式のリハーサル場としても使用された。

　チャールズ国王のローブは曽祖父ジョージ５世と祖父ジョージ６世
も戴冠式で着用したものであり、カミラ妃のローブはエリザベス女王
のためにつくられたもの。新たに刺繍された国王や王妃のサイファー

（紋章）などは、すべて手作業で施されている。また、王妃の胸元を飾っ
たダイヤモンドのネックレスは、エリザベス女王が自身の戴冠式で身
につけた「戴冠式のネックレス」と呼ばれる逸品だ。
　 そ の ほ か、 戴 冠 式 の 中 で も っ と も 神 聖 な 儀 式 と さ れ る「The 
Anointing（塗油の儀）」で使用された屏風、式典中に夫妻が座ってい
た椅子、戴冠式への招待状なども特別展示されている。
　この機会に、じっくりと鑑賞していただきたい。
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戴冠記念特別展が開催中


